
今治タオルプロジェクト
～歴史と伝統　新たなる挑戦～

今治市役所　産業部　営業戦略課　
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平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

（１年目） （２年目） （３年目） （４年目） 以降

準備期 創成期 醸成期 発展期 拡大期

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ確立支援事業 先進的ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ展開支援事業

《差別化》
・ブランドマーク・ロゴ作成
・新商品開発
・今治見本帳
・メディアプロモーション

《知名度向上》
・国内展示会への出展
・新商品開発
・ﾀｵﾙｿﾑﾘｴ資格試験制度

の実施
・メディアプロモーション

《国内市場の醸成》
・国内展示会への出展
・新商品開発
・タオルマイスター制度
の整備
・メディアプロモーション

《JAPANﾌﾞﾗﾝﾄﾞの確立》
・海外展示会への出展
・国内展示会の開催
（海外展示会連動）
・新商品開発
・メディアプロモーション

《JAPANﾌﾞﾗﾝﾄﾞの維持》
・海外及び国内展示会

への出展
・品質管理体制の維持
・ﾌﾞﾗﾝﾄﾞｲﾒｰｼﾞのPR活動
（次代消費を担う世代へのPR）

＜今治タオル産地の課題＞

・希少価値のある製品づくり（高級タオル）
・新素材への挑戦、デザイン力の強化、産地ブランドの確立
・マーケット戦略（技術力と事業性の融合）
・生産基地から開発基地への脱却
（問屋依存型から自立提案型へ）
・産地の技術集積

産地ブランドの確立
⇒『世界に通用する』今治タオル産地のイメージを確立

・本物志向層をターゲットに、支持される産地としてイメージの定着
・牽引力となる個別メーカーブランドの創出
（各ﾒｰｶｰによるｵﾘｼﾞﾅﾙﾌﾞﾗﾝﾄﾞの創出とその相乗効果）
・『imabari towel』ショップを産地情報の発信拠点としてブランド化
・『いまばりタオルブティック』を産地のセレクトショップとしてブランド化
・産地ブランドの品質管理・維持の徹底（認定基準など）
・海外展開に向けた課題の解決
（ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ戦略、流通ｼｽﾃﾑなど）

自立展開

「今治タオルプロジェクト」の取り組みの推移（俯瞰図）



2

　クリエイティブディレクター

佐藤　可士和　（さとう　かしわ）氏

今治タオルプロジェクト全体監修
　グラフィックデザイン、アートディレクション等
　新商品デザイン、展示会ブース構成案

Ａ：ブランドマーク＆ロゴの作成・導入

Ｂ：新商品開発

Ｃ：世界一の産地づくり<世界観のある話題づくり>

Ｄ：メディアプロモーション

Ｅ：海外展示会への出展

「今治タオルプロジェクト」での取り組み
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「今治タオル」ブランディングのキーポイント

１．厳格な品質基準をクリアした製品にのみブランドマーク
　　を付与。

２．早い段階での成功事例の創出。

３．企業同士の有機的な連携。

４．強いリーダーシップを持つ牽引者の存在。

５．国の「JAPANブランド」育成支援事業の有効活用。

６．メディアの有効活用。

７．佐藤可士和氏との出会い。

+α．行政の後方支援



Habitare 09の出展状況
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海外展示会への出展

マチェフ展の出展状況

• 実施プロジェクト名：今治タオルプロジェクト

• プロジェクト概要：

 　　「今治タオルプロジェクト」として、2009年9月にフィンランドのヘルシン
キで開催された北欧インテリア・雑貨関連見本市「Habitare09」に出展、2011
年・2012年・2013年1月にイタリア・ミラノで開催された「マチェフ国際
ホームショー（Macef-International Home Show）『マチェフ展』春」に出展す
ることにより、商談を通じた顧客ニーズの把握と、企業連携およびグローバル
な視点での新たなものづくりを進めることで、海外市場開拓のための環境整備
を図りました。



5

Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｓｗｅｅｔｓ　Ｆａｉｒ　in　Ｔａｉｐｅｉ
～日本政府が進めるクールジャパン戦略の一環として開催～

2013年11月10日、11日　台北で開催

　日本政府が進めるクールジャパン戦略の一環として開催され、日本の洋菓
子製造技術・材料・デザインを用いたスイーツを通じて、世界に誇る日本の
文化や「おもてなし」などの日本の魅力を海外にＰＲするために実施しまし
た。イベントではスイーツだけではなく、スイーツ関連製品も出展され、
クールジャパン推進会議民間議員で「今治タオル」の愛好家としても知られ
る評論家の金美齢氏にご推薦いただき、９社１３１点の商品を出展しました。
　当日は「今治タオル」の象徴である白いタオルやスイーツをモチーフにし
たタオルギフトセットなどを展示しました。
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海外展示会への出展（2014）

出展状況:100%design

• 海外見本市出展（2014年度）

  　　2014年9月にイギリス・ロンドンで開催された「100％デザイン」へ、15年
2月にバーミンガムで開催された「スプリングフェア」に出展しました。

　　【100％design開催概要】

　　　開催日時：2014年9月17日-20日

　　　開催場所：Earls Court Exhibition Centre 2

　　　出展社：計14社、　出展商品数：36点

　　　名刺交換数：153枚、　データ取得数：484名　

　　【スプリングフェア開催概要】

　　　開催日時：2015年2月1日-5日

　　　開催場所：THE NEC Birmingham

　　　出展社：計13社、　出展商品数：36点

　　　また、15年3月にアジア全体をターゲットとする

　　シンガポールで開催された「メゾン･エ・オブジェ 

　　アジア」にタオルメーカー15社が出展しました。

　　　

出展状況:スプリングフェア



期間限定アンテナショップ設置・運営
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• 実施事業名：今治市今治タオル海外販路開拓支援事業

• 事業概要：　

　2015年、今治タオルブランドをグローバルブランドへと展開するステッ
プとして、展示会出展で培ってきた欧州市場で更に深める活動が重要と考え、フ
ランス・パリで期間限定アンテナショップを設置・運営する計画であった。海外
でのアンテナショップ設置は、消費者が実際に商品に触れることができる場の設
置であり、今治タオル商品の認知獲得に向けての消費者やメディアへのPR活動の
一環であり、海外市場で一定の認知を得ることで、商品に付加価値を付け、他の
市場（国内にも）での販路拡大にもつなげようとしたもの。

START
• 販売拠点の設置

• メディアへのPR活
動

STEP1
• 商品のメディアへ

の露出

STEP2
• 販売拠点への集

客

STEP3　

• 販路の拡大　　　　
(卸先の増加）

STEP1～3を繰り返し、今治タオ
ルの認知が徐々に拡大

テロにより中止



産地から情報発信：リニューアル　2017年4月
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• 今治タオル本店

　今治タオルのブランドロゴに使われている赤・白・青のグラデーションにて今
治の豊かな自然（水と雲と昇りゆく太陽）を表現したデザインが、大きなレジカ
ウンターの壁とタオル織機をモチーフにした「通じ糸」に使われており、今治タ
オルの産地に来た実感を感じてもらえる観光施設となっています。

　今治タオルの良さを一人でも多くの方に伝えようと、主軸ラインナップである
「白いタオル」を筆頭に、タオルメーカー約30社による今治タオルブランド商品
のみ約400種・2万点以上を取り揃えた国内最大級の売り場面積を持つ「今治タオ
ル本店」で、お気に入りのタオルを探すことができます。

　　　

• 今治タオルLAB

　今治タオルの本質的価値である「安
心・安全・高品質」を楽しみながら体
験いただける体感施設「今治タオルが
新設されており、より多くの方に今治
タオルの品質の高さと産地ならではの
体験を感じることができます。

　　　



産地から情報発信：リニューアル　2019年3月
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• imabaritowel CAFÉ

　「アイアイ今治キャンペーン」のコンセ
プトである「共創」をもとに、キャンペー
ン第一弾として、吸水性の高さで世界的に
認知度を誇る「今治タオル」と、今治の豊
かな自然の恵みで育まれた「食」とのコラ
ボレーションにて生まれた施設です。

　今治タオル工業組合が「今治タオ
ル本店」内に新たにオープンさせ、
「imabaritowel CAFÉ」（今治タオル
カフェ）は新たな憩いの場所となっ
ています。また、様々なイベントに
て飲食事業者がコラボレーションし
た特別メニューを限定で販売したり
しています。



　　　　様々な活動
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• 2020.07.01　今治タオルLABで織ったタオル地マイバッグの販売

• 2020.05.27　今治タオルオフィシャルオンラインストアがリニューア

　　　　　　　ルオープン

• 2020.04.06　今治タオル公式SNSで情報発信開始

• 2019.11.19　上海企業に対し、国家知的財産権局（中国）が登録を許　

　　　　　　　可しないとの裁定、「今治」商標について異議申立が認

　　　　　　　められた。　　　　　

• 2019.11.27　森林づくりCSR活動「今治タオルと水の森」がスタート　　

• 2019.06.05　今治タオルオフィシャルショップ全店舗にて電子マネー

　　　　　　　決済開始　　

• 2019.04.11　2019年度「知財功労賞」を受賞　　



　　　　名誉タオルソムリエ　～今治タオルの普及活動に～
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「タオルソムリエ」制度・・・今治タオル産地では、 「本物志向のタオル」を求
めるお客様のニーズに応え、お客様が「手に入れたい・手にしたい」タオルを選
び勧められる、タオルアドバイザーを育成し認定することを推進しています。

「名誉タオルソムリエ」・・・タオルライフを楽しむ著名な方々に、タオルの良
さを伝え広げていくお手伝いをお願いする制度です。

【今治タオル公式HPより抜粋】


